
 

 

国際疫学会西太平洋地域学術会議 兼 第 20 回日本疫学会学術総会のご案内 

 
主催：国際疫学会、日本疫学会 

学会長：三浦宜彦(埼玉県立大学) 

テーマ：Return to the basics of epidemiology 

日程：2010 年 1 月 9 日(土)、10 日(日) 

会場：埼玉県立大学 

使用言語：英語／日本語 

関連行事も含めた参加登録やプログラム詳細は下記ホー

ムページをご参照ください。 
http://www.JEAWPR2010.spu.ac.jp/wpr/ 

 
【プログラム概要】 

［学術総会会長基調講演］ 

Development of geographical epidemiology 
三浦宜彦 (埼玉県立大学) 

 
［特別講演］ 

1) Epidemiology in a changing world 
Neil Pearce (President of International Epidemiological 

Association, Massey University, New Zealand) 

 

2) How to respond to the novel influenza 
(H1N1) pandemic? (tentative) 
Shigeru Omi (Jichi Medical University, Regional Director 

Emeritus, World Health Organization Regional Office for 

Western Pacific, Japan) 

 新型インフルエンザ対策について、学術総会開催時点

での最新情報を提供予定。 

 

3) Epidemiology of chronic disease in China 
Zhan Siyan (Peking University, China) 
 

 

 

 

 

［シンポジウム］ 

Epidemiological evidence for disease control and 

community health promotion 
コーディネーター 荒尾 孝  

(早稲田大学スポーツ科学学術院) 

1)運動分野：澤田 亨 (東京ガス) 

2)栄養分野：Mi Kyung Kim  
(National Cancer Center, 韓国) 

3)喫煙対策：Zhang Tuohong (Peking University, 中国) 

4)集団戦略：後藤忠雄 (郡上市地域医療センター) 

今後の健康増進政策に反映させる研究成果について、運

動、栄養、喫煙の各生活習慣分野における慢性疾患の発

症と予防に関するこれまでの疫学的エビデンスを総括し、

今後の疾病予防と健康増進に関する研究課題について提

言する。また、今後の健康増進の重要な課題である健康

長寿を目指す「集団戦略の方法とその評価」に関する研

究の現状と今後の課題についても論議を深める。 

 

［一般演題］(口演および示説)：英語／日本語 

 

［日本疫学会学術委員会・理事会企画シンポジウム］ 

ヘルスサービス研究 

コーディネーター  

中山健夫(京都大学)、尾島俊之(浜松医科大学) 

1)今中雄一 (京都大学) 

2)松田晋哉 (産業医大) 

3)筒井孝子 (国立保健医療科学院) 

4)東 尚弘 (東京大学) 

 

［第 7回日韓合同疫学セミナー］ 

コーディネーター 中村好一  
(日本疫学会理事、自治医科大学) 

  

1



 

 

会場：埼玉県立大学(埼玉県越谷市三野宮 820) 

東武伊勢崎線せんげん台駅下車。 

西口より、埼玉県立大学行きバス 5 分または徒歩 15 分 

タクシーあり 

【参加申し込み】 

参加費 

事前登録 当日支払い 

一般 8,000 円 10,000 円 

学生 4,000 円 5,000 円 

事前登録締め切り 12 月 11 日(金) 

 
【関連行事】 

［懇親会］ 

日時：2010 年 1 月 9 日(土)18：00～20：00 

会場：埼玉県立大学内食堂 

定員：100 名 参加費：3,500 円 

 

［第 17 回疫学セミナー］ 

「相関構造を考慮した疫学データ分析の理論と実践」 

日時：2010 年 1 月 8 日(金)14：30～17：30 

定員：80 名(定員となり次第締め切り) 

参加費：3,000 円 

1)イントロダクション 西 信雄  
(国立健康・栄養研究所) 

2)統計学的解説 山口拓洋 (東京大学) 

3)実例紹介 司会 村上義孝 (滋賀医科大学) 

a)マルチレベル分析 相田 潤 (東北大学) 

b)反復測定データの分析 目時弘仁 (東北大学) 

 
［疫学の未来を語る若手の集い］ 

日時：2010 年 1 月 8 日(金)18：00～20：00 

参加費：無料 

 

 

［特別公開講座］ 

日常の臨床をどのようにまとめるか？ 

－コメディカルのための臨床に役立つ疫学－ 

理学療法士、作業療法士、保健師、看護師、管理栄養士

などのコメディカルおよび医師が日常診療の疑問や気づ

きを基に臨床研究を実施するための講座。研究に関心が

ある方や、これから研究を始める方にも役立ちます。臨

床研究について現場の疑問に答える講習を企画しました。 

講師：  山本精一郎 (国立がんセンター) 

石川鎮清 (自治医科大学) 

日時：2010 年 1 月 10 日(日)12：30～15：30 

定員：200 名(定員となり次第締め切り) 

参加費：3,000 円(学術総会に参加しなくても受講可能) 

申し込み；方法は日本語ホームページに掲載

http://www.spu.ac.jp/view.rbz?cd=309 
12 月 1 日(火)締め切り 

 
［託児サービス］ 

日時：2010 年 1 月 9 日(土)、10 日(日) 

費用：1 時間 500 円 

対象：生後 3 カ月から小学校低学年までの児童 

申し込み：12 月 16 日(水)締め切り 

 
【お問い合わせ先】 

国際疫学会西太平洋地域学術会議兼第 20 回日本疫学会

学術総会 組織委員会事務局 事務局長：萱場一則 

〒343-8540 埼玉県越谷市三野宮 820 埼玉県立大学内 

電話／FAX 048-973-4717 E-mail: info-wpr@spu.ac.jp 
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